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発表項目

（行事名）

北の恵み食べマルシェ「農場バル」について

概 要

（趣旨・日時・

場所・内容等を

記入すること。）

旭川市農政部では，今月開催される北の恵み食べマルシェ２０１９にお

いて，昨年に続き，旭川市農産加工協議会主催による「農場バル」を開設

します。

（開催場所：常磐公園会場）

今年度は，飲食コーナーだけではなく，限定企画・イベントコーナーを

充実させ，来場者により一層楽しんでいただけるような内容を用意しまし

た。

詳細別紙のとおり

添付資料
有 ・ 無

（有・無のいずれかを囲むこと。）

※ 有の場合，資料の内容を記入すること。なお，別途冊子等の配付を希望

する場合は，その旨記入すること。

報道（取材）に当

たってのお願い

イベント画像（昨年度のもの）等が必要な場合は，上記担当までご連絡

願います。

備 考



北の恵み 食べマルシェ 農産品PR普及拡大企画「農場バル」 概要について

「北の恵み 食べマルシェ２０１９」(令和元年９月１４日～１６日開催)常磐公園会場において，食べマ

ルシェ会場内にゆっくりと地場産農産物・地酒を味わうことができるスペースを設置します。今年度は

新たに旭川の農を学び，体験できるスペースを隣接，食べて・楽しむ農のイベントです。

１ ブース名・概要

２ コンセプト

１００万人を超える来場者が訪れる「北の恵み 食べマルシェ」会場において，本市の農畜産物・農産加

工品の美味しさを味わってもらうなど，食べマルシェのテーマのひとつとなる「農」にちなんだイベントを

行い，本市地場産品の魅力を全国に発信します。

３ 内 容

旭川産野菜や果樹･畜産物を使ったおつまみと旭川産酒米を使用した焼酎･日本酒・地ビールを販売します。

旭川産のおいしい味噌を使った根菜たっぷりの豚汁や，農家のお母さんの手作りおにぎり，すぎもとファー

ムのソーセージと旭川あらかわ牧場のチーズを組み合わせた限定セットなどのおつまみをご用意。

また，日替わりで旭川の「農」に触れる限定企画も実施します。

４ 各イベント・限定企画

○旭川農業新参者の野菜・農産加工品販売（９月１４日～９月１６日）

「旭川で農業はじめました！」

旭川で新規就農した農業者である“旭川農業新参者”のメンバーが，自ら育てた新鮮な野菜や農産加工

品の対面販売を行います！

○かかしパーク【協力 旭川農業イベントの会】 ※１４・１５日限定

かかしや農業資材を使って，楽しく農業に触れてもらうため，農業に関連した記念撮影コーナーや，各

種農産品等が当たるゲーム「かかしにポン」（かかしをモチーフにした輪投げゲーム。１回２００円）や，

お野菜ひもくじ（１回２００円）など各種企画を実施します。

○ハンター体験“君もハンターになろう”【協力 北海道猟友会旭川支部】 ※１６日限定

模擬銃の展示，エアガンを使った標的射撃の疑似体験コーナー（１回２００円）やシカ皮を使ったワー

クショップ（１回２００円），野生鳥獣の保護や有害鳥獣駆除の現状などのＰＲパネル展示を行います。

○ハーブ教室～カレンデュラ軟膏作り【協力 旭川農業新参者】 ※１４日限定

旭川産ハーブとフランス産のミツロウを使用した万能軟膏を作ります。（１回６００円）

講師：Ｌｉｅｎ（リアン） 石田佳奈子 氏

○おにぎりクエスト【協力 ライナーネットワーク】 ※１５日限定

会場を周遊し，旭川の農業にちなんだ様々な問題を解いて旭川農業の理解を深めます。（参加無料）

○旭川産花き直売【協力 旭川青果連花き部会】 ※１６日限定

旭川青果連花き部会による旭川の花き直売・花きアレンジスペースも併設します。（３００円）

○ミス北海道米がやってくる【協力 旭川酒販協同組合】 ※１６日限定

記念撮影のほか，楽しく北海道のお米についても学べるクイズ大会も開催します。（参加無料）

名 称 旭川市農産加工協議会プレゼンツ 「農場バル」

出展位置 北の恵み 食べマルシェ 常磐公園会場 ファームゾーン

出店内容
旭川産の野菜や果樹，畜産物を使ったおつまみと旭川産酒米使用の日本

酒・地ビール・焼酎ハイボール等を販売，農を楽しむイベントの実施

座 席 数 テント内専用座席 ４０席（予定）


